
ラサ工業 の望月でございます。どうぞよろしくお願いいたします。

本日は、ご多用中、当社決算説明会にご参加頂き、誠にありがとうございます。
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決算説明会資料の前半、決算関連については私から、後半の中期経営計画の進捗
状況については、社長の坂尾からご説明いたします。
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まず、決算をご説明する前に、【事業概要】について簡単にご説明致します。
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連結売上高454億円の内訳を示している円グラフをご覧下さい。

当社事業は大きく３つに分けられ、一番大きいのは、青色の化成品事業で、連結売上
高の84％、382億円の主力事業です。主な製品としては、リン酸などのリン系製品のほ
か、凝集剤や、コンデンサー向け原料や、消臭剤などがあります。

２番目は、茶色の機械事業で、連結売上高の約10％、45億円の事業で、破砕機・選
別機などの建設機械や、上下水道向けの掘進機などの土木機械があります。

３番目は緑色の電子材料事業で、連結売上高の3.5％、16億円の事業で、化合物半

導体向け高純度無機素材、具体的には、ガリウム・インジウム・赤燐などや、原発向けの
放射線ヨウ素吸着剤などがあります。

なお、この３つの事業以外にも、その他事業として、石油精製用触媒の再生事業と、
不動産賃貸業があります。

以上が事業概要でございますが、当社の近時業績が拡大してきた背景の一つとして、
主力事業であります化成品事業の主力製品の一つ、高純度リン酸、これは半導体の製
造工程でエッチング剤としても使われますが、この高純度リン酸が半導体関連ユー
ザーの需要増加により販売が増えてきたことがあげられます。

当社グループでは、品質面での強みに加えて、右の地図にありますように、日本と、
台湾の連結子会社と、韓国の持分法適用合弁会社の３カ国で高純度リン酸を製造し、
各国の半導体関連ユーザーに現地生産・現地販売していることが、この分野における
強みとなっております。



次に、【2025年3月期実績及び2026年3月期見通し】についてご説明いたします。
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2025年3月期決算概要ですが、売上高は454億円で前期比6％の増収、営業利益は
47億円で前期比32％の増益、経常利益は46億円で前期比36％の増益、当期純利益
は31億円で前期比31％の増益となりました。

売上高は、化成品事業における半導体関連の市況回復などにより前期比増収となり
ましたが、機械事業、電子材料事業においては前期比減収となりました。

営業利益以下は、市況回復による販売数量増などを主因として、いずれも３割以上の
前期比増益となりました。ただし、機械事業では第２四半期に計上した棚卸資産評価損
などの影響もあり、前期比では大きく減益、電子材料事業も前期比減益となりました。

以上の業績を踏まえ、配当金は、予想から24円増配の、１株年間120円を予定してお
ります。
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次に、【年度業績の推移】です。過去７期分と新年度予想を、連結売上高を折れ線グ
ラフで、営業利益を棒グラフで示しております。

23/3期に化成品事業で半導体関連の需要増加と原料高騰に対する価格是正なども
あり、売上、営業利益ともに過去最高となりましたが、24/3期はこの反動による需要減に
より、減収減益となりました。25/3期は、半導体関連の市況回復により増収増益となり、
営業利益では過去最高益を更新することができました。

26/3期は、半導体市況が引き続き回復基調にあるとの想定から、売上高は8％の増収、
営業利益も8％の増益を予想しております。
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次に、【四半期業績の推移】です。過去３年分の四半期業績を、売上高を折れ線グラ
フで、営業利益を青い棒グラフで示しており、内数として、化成品セグメントを緑色の棒
グラフで示しております。

売上高では、24/3期の第３四半期をボトムに、第４四半期ではスポットの売上等もあり
高水準ではありますが、25/3期第１四半期以降は徐々に回復していることが、お分かり
いただけるかと思います。

四半期営業利益は、概ね売上の増加とともに増益傾向に推移しております。

化成品事業では、2024年3月期の第3四半期までの１年間はセグメント利益が6億円
台で推移しておりましたが、その後10億円台に回復し、2025年3月期の第４四半期では
14億円まで回復いたしました。
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次に、【セグメント別概要の売上高】です。

前期比で26億円増収の主な要因は、化成品の38億円増収によるものです。一方、機
械は前期比11億円の減収、電子材料は前期比若干の減収となりました。



次に、【セグメント別の利益】です。

前期比で11億円増益の主な要因は、やはり化成品の18億円の増益によるものです。

なお、化成品の増益の内、半分強は台湾子会社の増益によるものです。

一方、機械は、棚卸資産評価損の計上などによる影響で4億5千万円の減益、電子材
料は1億円強の減益となりました。

各事業の増減要因は次にご説明いたします。
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まず、【化成品事業】です。

左側のグラフでは、3年間の売上高を折れ線グラフで、利益を棒グラフで示しておりま
す。25/3期は、市場の調整局面下であった24/3期から回復し、増収増益となりました。

右側のグラフでは、売上高の内訳を示しており、緑色がリン酸などのリン系製品、オレ
ンジ色が凝集剤、青色がその他製品で、ここまでが単体の内訳となり、その上のグレー
の部分が連結子会社ほかを示しています。

リン系製品と連結子会社は、半導体向け高純度品が半導体市況の回復により、増収
となっています。なお、グレーの連結子会社他125億円の内、台湾の子会社分は106億
円です。

オレンジ色の凝集剤は、上水道向けや電子部品のエッチング用途向けの販売数量増
により、増収となりました。

青色のその他製品は、コンデンサー向け原料が、在庫調整の緩和により販売数量が
増加し、増収となりました。
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【化成品事業の四半期業績】の推移では、

営業利益は、23/3期4Qから24/3期3Qまでは6億円台とやや低い水準が続きましたが、
24/3期4Q以降、市場回復による売上増加とともに増益となり、25/3期4Qでは14億円まで
増益となりました。
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【機械事業】です。

左側のグラフでは、3年間の売上高と利益をご覧頂きますと、25/3期は売上では11億
円の減収となり、営業利益では、前期比79％の大幅な減益となりました。

右側のグラフで、売上高の内訳を見ますと、緑色の建設機械は、プラント販売におい
て前期に大型案件の販売があり、25/3期はそれがなかったため、前期比減収となりまし
た。

オレンジ色の土木機械は、下水道関連向け掘進機の本体販売は増収となりましたが、
レンタル物件が減収となり、合わせて前期比減収となりました。
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【機械事業の四半期業績】の推移では、グラフをご覧の通り、四半期によるバラツキが
あるため、年間トータルでの比較の方が全体感やトレンドを捉えやすいかと思います。

なお、25/3期の第２四半期は棚卸資産評価損の計上により▲330百万円の営業損失
となっております。
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次に、【電子材料事業】です。

左側のグラフで、3年間の売上高と利益をご覧頂きますと、５Ｇなどの通信関連やデー
タセンターなどに用いられる化合物半導体向け高純度無機素材は、25/3期は半導体市

況の回復を背景に、酸化ホウ素やインジウムでは前期比増収となりましたが、ガリウムは
減収となり、全体としては前期比減収となりました。

営業利益は、売上の減少もあり、前期比減益となりました。
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【電子材料事業の四半期業績】の推移では、売上高は、25/3期1Qは前期4Qのスポッ

ト要因による販売からの反動で大きく減収しておりますが、市況の回復から徐々に増収
傾向となっております。

営業利益も売上に伴い増益傾向にあります。

なお、25/3期2Qは試験研究費のスポット的な費用増により若干の営業損失となりまし
た。
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次に、【損益計算書】ですが、既に概要及び内訳などについてご説明していますので、
ここでは説明を省略させて頂きます。
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次に、【貸借対照表】です。

総資産は458億円と前期比で15億円増加いたしました。要因としては、現預金と有形
固定資産の増加によるものです。

純資産は279億円と前期比で29億円増加いたしました。自己資本比率は60.8％と前
期比4.5ポイント増となっております。

17



次の【キャッシュフロー計算書】は、ご説明を省略させて頂きます。
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次に【2026年3月期の業績予想】です。

売上高は492億円と前期比で38億円、8.3％の増収を見込んでおります。営業利益は
51億円と前期比で4億円、7.7％の増益、経常利益は49億円と約3億円、6.5％の増益、
当期純利益は33億円と2億円、5.4％の増益となり、いずれも前期比で増収増益を予想
しております。

利益水準については、増収に伴う増益を見込んでおり、いずれの利益も過去最高益
水準となる見通しです。

なお、営業利益51億円の内訳は、上期25億円、下期26億円と、やや下厚の見込みで
す。

各事業別にみますと、化成品事業では、半導体市況が引き続き回復基調にあるとの
想定から、前期比で10.0％の増収、5.4％の増益を見込んでおります。

機械事業では、下水道関連向け掘進機において本体販売・レンタルともに回復を見
込むものの、破砕関連機械やプラント販売の減収が想定され、売上高は前期並みを見
込んでおります。一方で、利益は前期に計上した棚卸資産評価損が26/3期は見込まれ
ないことから、大幅な増益を見込んでおります。

電子材料事業では、化合物半導体市況の回復は緩やかにとどまると想定しており、
売上は前期並み、利益は若干の減益を見込んでおります。

その他事業では若干の減益、全社費用などは若干のマイナス（費用の増加）を予想し
ています。

また、年間配当金は前期比で8円増配の年間128円を予定しております。

なお業績予想には米国の関税政策の影響等は、現時点では不透明な要素が多いた
め、織り込んでおりません。



配当金に関連し、【株主還元方針】ですが、

従来からの、業績と財務体質改善・内部留保との調和を総合的に検討、安定配当の
堅持などの方針に加え、資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応として、
「配当性向30％以上、ROE10％以上」を目標として設定しております。

これらの方針や目標に基づき、年間配当は25/3期120円、26/3期予想128円を予定し
ており、配当性向は25/3期で30.1％、26/3期は30.3％となっております。

なお、25/3期は期中に2億円の自己株式取得を実施しています。

また、ROEは11.9％と10％の目標値を達成しています。
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最後に、【設備投資、減価償却費、研究開発費の推移】です。

左側の青い棒グラフの通り、25/3期の設備投資は約22億円と、化成品事業において、
台湾子会社の半導体向け高純度燐酸の製造設備増設の発生が始まり、26/3期は台湾
の増産設備の完工を予定しており、残りの設備投資が発生する見込みから、43億円を
予定しております。

その他は主に維持更新投資が中心です。

また、研究開発費については、26/3期は、今年4月から組織変更により新たに設置し
た開発センターにおける研究開発活動にかかる費用を主に見込んでおります。

電子材料事業の放射性ヨウ素吸着剤等の研究開発については、2021年3月期から
2025年3月期まで5年間実施し、一定の成果に目途がついたことから、一旦区切りとする
予定です。

今後は、開発センターで新規事業の創出など中長期的な成長に向けた研究開発に
注力して参ります。

前半の決算関係についてのご説明は以上です。

21



社長の坂尾でございます。どうぞ宜しくお願い致します。

それでは、私からは、中期経営計画2026の進捗状況についてご報告いたします。
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まずは10年長期ビジョン「Rasa Vision 2033」を改めて簡単にご説明申し上げます。

当社では2026年度を最終年度とする中期経営計画2026の策定に際して、2033年を
目指した10年長期ビジョンとして「Rasa Vision 2033」を策定しております。

「Rasa Vision 2033」では、「企業価値の向上と持続的成長の追求」と「サステナブルな
未来の実現」の2本柱を基本方針としております。
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次に、「Rasa Vision 2033」のESG目標でございますが、環境・社会・ガバナンス、それ

ぞれに関する重要課題「マテリアリティ」を特定し、その取り組み事項と指標・目標を定
めて取り組んでおります。
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次に、長期ビジョンと、現在取り組んでいる中期経営計画2026の位置づけでございま
すが、長期ビジョンの数値目標は、2033年の連結売上高800億円、連結営業利益80億
円とし、指標としてROEを10％以上、ROICを10％以上、ESG目標としてGHG排出量
30％削減を掲げております。

この長期ビジョンを実現するためにバックキャスティングの考え方から、3つのフェーズ
に分け、中期経営計画2026は第一フェーズ“種まき”の3年間と位置づけ、長期ビジョン
の実現に向けて取り組んでおります。

25



続いて、中期経営計画2026の概要についてです。

基本方針を、経営資源の最適化と収益力強化を推進し、企業価値向上への基盤強
化を図るとし、数値目標を、連結売上高 520億円、 連結営業利益 48億円、ROEを
10％、ROICを9％、配当性向を30％以上としております。

また、全社方針は、

経営資源最適化のための体制構築、

新規事業の創出、

人材戦略への注力、

気候変動への対応と循環型社会の構築、

安全かつ安定操業の継続、

経営管理の強化、

株主還元の向上 としております。
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次は、中期経営計画2026の全社方針別の施策です。詳細のご説明は割愛いたします
が、全社方針に基づき、これら施策に取り組んでおります。
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次は、中期経営計画2026の数値目標を示したグラフでございます。25/3期は実績値
に、26/3期は業績予想値にアップデートしております。
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表は中期経営計画の数値目標の詳細をお示ししております。

25/3期実績および26/3期業績予想の売上高・利益につきましては、先ほど望月から
ご説明した通りでございます。

ROEは、25/3期は11.9％となり、26/3期は11.2％を見込んでおります。ROICは25/3期
は10.2％となり、26/3期は10.4％を見込んでおります。いずれも中計最終年度目標を
上回る予想としております。

最終年度の27/3期は、26/3期予想の延長線上にあると考えられますが、米国の関税

政策や中東情勢の不安定化、為替変動の影響など、依然として先行きに不透明感が
あるため、現時点では、計画数値を見直しておりませんが、状況に応じて検討いたしま
す。



次に、資本コストや株価を意識した経営の実現に向けた対応です。

まずは、現状認識を昨年開示した内容からアップデートし、太字の箇所がその内容と
なります。

ROEとROICは、先ほどもご説明しました通り、中期経営計画の目標を達成しているも
のの、PBRは1倍割れの状況が続いております。その要因として、当社の成長戦略に関

する情報が十分に発信できておらず、当社の将来性について評価されていないと認識
しております。
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取組方針は、10年長期ビジョンの「Rasa Vision 2033」を実現するために“種まき”の期
間（フェーズⅠ）と位置付ける中期経営計画2026の取組みを着実に進め、収益力と資本

効率性の向上や、非財務施策への取組みにより、企業価値の向上を目指すこととして
おります。

具体策は、資本効率性、資本収益性、成長性や非財務施策のそれぞれの観点から
お示ししております。

進捗状況は、資本効率性につきましては、25/3期の配当性向は30.1％であり、今後も
目標の30％以上を堅持しつつ、さらなる向上を目指してまいります。

資本収益性につきましては、25/3期は繰り返しになりますが、ROEは11.9％、ROICは
10.2％と目標を達成しており、26/3期も目標を上回る予想です。また、コア事業の収益

力強化への取組みといたしまして、台湾子会社で半導体向け高純度リン酸の製造設備
増設を進めており、2026年3月期に完工予定です。これにより台湾の生産能力を4割増
強し、さらなる成長を目指してまいります。

非財務施策につきましては、気候変動への対応として、TCFD提言への賛同および情
報開示を行い、CDP2024気候変動質問書において「B」スコア評価となりました。人権の

尊重への対応として、ダイバーシティやライフワークバランスを推進しており、女性採用
比率や男性育児休暇取得率、女性管理職比率などが向上しております。
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次に各事業別の重点施策です。

まず、化成品事業については、

コア事業の収益力強化で、半導体向け高純度リン酸の国内外における安定操業と拡
販や、コンデンサー向け原料増産設備の安定操業の整備と省力化を行っております。

また、成長事業の拡大で、

日本・東アジア・北米の半導体向け高純度リン酸の新規販売先獲得や、韓国合弁会
社が北米に半導体向け高純度リン酸の新工場建設を進めております。

また、新規事業の創出で、

高純度リン酸のリサイクル実用化を目指しております。
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次に機械事業については、

コア事業の収益力強化で、

建設機械の単体・部品の入替需要に対し、密な営業活動に注力しております。

また、成長事業の拡大で、

下水道向け掘進機の新規市場開拓を東南アジア中心に行っております。

また、新規事業の創出で、

新事業の探索を進めております。
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次に電子材料事業については、

コア事業の収益力強化で、

高純度無機素材の品質・コストの競争力の向上・シェア拡大や、放射性ヨウ素吸着剤
の継続的な販売の実現を目指しております。

また、成長事業の拡大で、

放射性ヨウ素吸着剤の海外市場開拓を進めております。

また、新規事業の創出で、

次世代半導体用材料の開発を行なっております。
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つづいて、トピックスについてご説明いたします。

まず一つ目は、台湾子会社における生産能力増強投資についてです。

投資目的は、台湾子会社における主力製品である半導体向け高純度リン酸の増産で、
投資額は約30億円となり、2026年3月期の完工予定です。この設備投資により台湾の
生産能力が約4割アップいたします。

台湾子会社の業績推移をグラフでお示ししておりますとおり、25/3期は売上高106億
円、経常利益は21億円と、台湾子会社単体では過去最高の売上と利益を達成できまし
た。

今後も台湾の半導体関連業界の需要増加を着実に取り込みながら、業績拡大を目指
してまいります。
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二つ目は、機械事業の電子ビーム溶接加工についてです。

当社は電子ビーム溶接加工技術を活用し、ロケットの開発・製造、打ち上げサービス
を行うインターステラテクノロジズ株式会社のロケット推進剤タンク開発を支援しておりま
す。そして、このたび2025年5月より同社の運営する「みんなのロケットパートナーズ」に

参画することといたしました。製造業の中でも特に高精度かつ高信頼性が要求されるロ
ケット部品製造において、当社の技術力が評価されました。

今後もその技術を活かしながら、宇宙開発の発展を技術面から支え、また、新規分野
への取組みも進めてまいります。
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三つ目は、放射性ヨウ素吸着剤の研究開発についてです。

2021年3月期に、経済産業省の「原子力産業基盤強化事業補助金」に採択され、以
降、2025年3月期までの5年間にわたり研究開発を行ってまいりました。

内容といたしましては、原子力発電所のシビアアクシデントの発生時に放射性物質を
吸着して外部に漏らさないために設置するフィルターベントシステムと、希ガス用吸着
剤のＸｅＡ（キセア）の開発に取り組み、両方を組み合わせることで、ヨウ化メチルから希
ガスまでを除去する、フィルターベントシステムの高度化の実現に目途をつけることがで
きました。

今後は、開発した要素技術と各原子炉タイプのニーズを組み合わせ、国内外の原子
力発電の安全対策に貢献してまいります。

以上、中期経営計画2026の進捗状況についてご説明いたしました。
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最後に、参考資料を2ページご説明いたします。

まず、半導体関連向け売上高とその比率の推移です。24/3期は半導体市場の調整局
面にあり、減収となりましたが、25/3期は回復をみせ、増収となり、全体の売上高に占め
る割合も49.8％と増加しております。
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次のページでは、世界半導体市場（ＷＳＴＳ）との比較をしております。

青の折れ線グラフが世界半導体市場、オレンジ色が当社の半導体関連向け売上高
をお示ししております。ご覧の通り、世界半導体市場の拡大とともに、当社の半導体向
けビジネスも拡大しており、25/3期までの5年間の成長率では、世界半導体市場は53％
の増加に対し、当社の半導体関連向け売上高は93％の増加と、より大きく成長すること
ができました。また、連結営業利益は153％増と、過去5年で2.5倍に拡大しました。

来期以降におきましても、さらなる成長の実現に取り組んでまいります。

以上、参考資料についてご説明いたしました。

半導体市場は、生成AIやEVといった成長分野を背景に、今後も中長期的な拡大が
見込まれております。

当社は需要を確実に捉え、持続的な成長と企業価値の向上を目指してまいります。
今後とも、株主や投資家の皆さまのご期待にお応えできるよう、一層の努力を重ねてま
いりますので、変わらぬご支援を賜りますようお願い申し上げます。

本日は誠にありがとうございました。
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（決算説明会後に参考資料を１ページ追加しました（2025年6月13日追加）。）

40



41


